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沈黙に向かう音楽 一 言葉の届かぬところへ
主催ピアノスカラーシップ大阪 共催ワンコイン市民コンサート 協賛 B…tech Jttan

金曜日 19時00分開演
9∩ 9馬 18時30分開場
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兵庫県立芸術文化センター 神戸女学院小ホール



兵庫県立芸術文化センワー

神戸女学院小ホール
区憂コ

名神高速道路
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尼崎  大阪
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西宮

西宮今津

匿兵庫県立芸術文化セフワー
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主催 PSOピアノスカラーシップ大阪

卓越したビアニストを育成する日本のプロジェクト

共催 ワンコイン市民コンサート

心に響く名演奏を大阪大学会館ホールで

協賛 B―tech Japan

ベーゼン陶レフアービアノのスペシャリスト集団

インターネット予約 :左記QRコ ードの予約フォームより
お申し込み下さい。

チケツト予約・問い合わせ :

申し込み

'7-ム

E―mail ogihara@ps―Osakaocom
丁EL 070-5430-0821C彗 :E日 )

コンサート詳細 :http:〃 ps―osaka.com/

未就学児の入場はご遠慮下さい

阪神高速0号神戸線
●
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沼沢淑音 bshito Numasawaアル ゲ リッチ が 賛 え た 才 能

桐朋学園大学ソリスト・ディプロマを経て公益財団法人ロームミュージックフアンデーション

の奨学生としてエリソ・ヴィルサラーゼ氏のもと2015年にモスクワ音楽院を卒業。桐朋女子高等

学校音楽科ピアノ科を首席で卒業、あわせて桐朋学園音楽部門より特別奨学金を授与される。

これまでに杉安礼子、故ウラジーミル・竹の内、辻丼雅子、佐藤辰夫、広瀬康、野島稔、ミハイル・

カンデインスキー、エリソ・ヴィルサラーゼの各氏に師事。

「素晴らしい輝かしいピアニストで私は彼の特別な繊細な感受性と音楽への献身に心動かさ
photoOKOHAN     れました。」(アルゲリッチ氏)「音楽に普遍的なアプローチをする事ができる個性的で創造的な

アーティスト」(ネルセシアン氏)と称賛される。賛える

若い音楽家のためのチャイコフスキー国際コンクール、マウロ・パオロ・モノポリー国際ピアノコンクール′ケルン国際音

楽コンクール入賞、シユニトケ国際コンクール優勝、ポッツォーリ国際ピアノコンクールで優勝。また浜松国際ピアノコンク
ールに参加し「ネルセシアン賞」「(公 財 )アルゲリッチ芸術振興財団賞」を受賞じアルゲリッチ氏より別府アルゲリッチ音

楽祭に招待され演奏する。

外山雄三、沼尻竜典、アナトリー・レービン、ミヒャエル・ザンデルリング指揮、アンサンブル金沢、仙台フィルハーモニー

管弦楽団、ケルン放送管弦楽団等と共演。また室内楽にも積極的に取り組み、2010年、崎谷直人 0新倉瞳両氏とのピアノ・

トリオのCDが発売され、レコード芸術誌に掲載される。

2024年度より桐朋学園大学のピアノ科准教授。PSOピアノスカラーシップ大阪第一期奨学者。
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曲目
グリーグ《抒情小曲集》より
シユ‐マン《フモレスケ》
チヤイコフスキ■《ドウムカ》‐

ララマ三ノフ《亡ラク|ソナタ第2番》1913年版

プログラム

Grieg:lromり ic Pi∝es

Schumann:Humoreske

TchalkOVsh:Dumb

RaChimanindl眈 IPhnoSonata Na2 1913Version

沼沢淑音PSOピアノリサイタル2025に寄せて 荻原哲・PSO代表理事

ロマン派とは、個人の内面に生まれた感情や思索、幻想がそのまま表現された時代であり、そこには真実と誤謬が入り混じる
曖昧さがある。論理や明快な物語ではなく、揺らぎや沈黙、理解しきれないものを抱えるその芸術は、受け手に深い感受と共
鳴を促す力を持つている。そうした曖昧さの中にこそ、ロマン派芸術は単なる理解を超えた表現としての力を宿している。ロマ
ン派音楽を含むクラシック音楽を、現代において芸術として受けとめるためには、「芸術とは何か」という根源的な問いに向き
合う姿勢が求められる

`グ

リーグミシューマン、チヤイコフスキー、ラフマニノフが描いた音の世界は、言葉が消えてゆく彼方で、
ただ響きだけが魂の奥底に灯をともしていた。その、言葉の届かぬ場所で芸術はいかに語りうるのかという問いを、静かに受
け止めているのが、ピアニスト沼沢淑音である。彼の演奏は、内なる問いと芸術への応答から静かにかたちづくられている。
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